
開講年度 科目名

開設学科 コース名 開設期

対象年次 科目区分 時間数

単位数 授業形態

教科書/教材

担当教員

授業概要

注意点

種別 割合

実技 50%

発表 25%

課題 25%

回

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

イベント直前準備 最終準備を通して全体の進捗状況を確認しながら、イベント運営の方法を理解します。

イベント実施 実際のイベント開催を通して実践的な運営方法を習得します。

振り返り 全体的な振り返りを行い、改善点の抽出方法を理解します。

まとめ 後期のまとめと総括を行い、イベント運営に必要な知識とスキルについて理解をします。

イベント準備（７） 各自の役割に応じたイベント準備を進めます。

イベント準備（８） 各自の役割に応じたイベント準備を進めます。

イベント直前準備 最終準備を通して全体の進捗状況を確認しながら、イベント運営の方法を理解します。

イベント準備（５） 役割分担を決め、イベント準備を行います。

イベント準備（６） 各自の役割から全体の進捗状況を確認し、イベント運営の方法を理解します。

中間報告 各自の役割（部門）ごとに進捗状況と今後の予定を全体で共有します。

イベント企画（３） 前期での活動を踏まえて、新たなイベントを企画立案します。

イベント企画（４） 前期での活動を踏まえて、新たなイベントを企画立案します。

プレゼンテーション クラス内でのプレゼンテーションを通して企画内容の決定をします。

組織づくり 前期を踏まえ、新たに組織を再編します。

評

価

方

法

備　　考

積極的な授業参加度、授業態度など総合的に評価します。

授業内に行われる発表、内容について評価します。

授業内に行われる発表、内容について評価します。

授業計画（１回～１５回）

授業内容 各回の到達目標

前期の振り返り 各部門ごとに前期を振り返り、全体で課題共有をします。

　学生間・教員と学生のコミュニケーションを重視します。キャリア形成の観点から、授業中の私語や受講態度などには厳しく対応しま

す。理由のない遅刻や欠席は認めません。授業に出席するだけでなく、社会への移行を前提とした受講マナーで授業に参加することを求め

ます。状況の変化が多いため、常に自分だけでなく周りの状況も観察し、起こっている事象の原因や今後の推移について考えること。ただ

し、授業時数の４分の３以上出席しない者は評価をすることができません。

必要に応じて適宜レジュメ・資料を配布します。

担当教員情報

橋本　浩司 実務経験の有無・職種 有・大学講師

学習目的

　スポーツをビジネスや社会貢献のコンテンンツとして扱える幅広い知見と視野を持ち、授業内のワークショップやグループワーク、イベントの企画運

営を通して、組織やリーダーシップについての理解を深めることを目的とします。

到達目標

①学生が授業内での活動を通し、自分はどういう人間なのか、何が得意で何が苦手なのか、自分自身についての理解を深めます。

➁書類や資料作成、プレゼンテーションを行うことで実務力を身につけます。

➂イベントの企画から運営までの準備、実践することができます。

教育方法等

　ワークショップ、グループワークが主体です。組織づくりから始め、組織とはどういうものか、組織の中で自分は何ができるか、個人を

常に意識しながら授業を進めます。実際に企画運営を行うことから学生にとっては大きな負荷のかかる授業となるため、各自が主体性を

持って取り組まなければ成立は難しくなります。学外や学科外の人と関わる可能性も高く、基本的に学生としてではなく、社会人・プロ

ジェクトメンバーとして扱います。

3年次 選択 60時間

2単位 実習

日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） フィットネスビジネス演習２

科目基礎情報

スポーツ健康学科三年制 スポーツビジネスコース 後期


